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１．意見聴取結果 

 芦田川水系河川整備計画（国管理区間）に関する、『芦田川の今後を考える住

民説明会』、ホームページ、及び『子どもアンケート』において、地域の方々か

らの様々な意見をいただきました。 

 

表-1 住民説明会・パブリックコメントによる意見聴取結果一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出席者
（人）

意見発表者
（人）

回収数
意見数

（分類後）
意見人数

（自由意見）
意見人数
（回収数）

H17 住民説明会(芦田川上流域） 平成17年 2月23日 51 2 － 6 2 2

住民説明会(芦田川下流域) 平成17年 2月24日 31 4 － 8 4 4

アンケート(住民説明会：上流域) 平成17年 2月23日 － － 39 34 23 39

アンケート(住民説明会：下流域) 平成17年 2月24日 － － 25 37 20 25

アンケート(子供対象) 平成17年 4月 － － 332 7 7 332

来所、電話 － － 5 5 5 5

H18 住民説明会(福山会場） 平成19年  1月20日 72 73 － 78 38 38

住民説明会(府中会場) 平成19年  1月21日 57 35 － 36 23 23

アンケート（第3回学識懇談会） 平成18年12月19日 － － 9 47 8 9

アンケート(住民説明会：福山会場) 平成19年  1月20日 － － 31 123 27 31

アンケート(住民説明会：府中会場) 平成19年  1月21日 － － 16 50 11 16

アンケート(ＨＰ) － － 2 7 2 2

アンケート(郵送) － － 4 25 4 4

来所 － － 1 1 1 1

アンケート以外（郵送） － － 1 5 1 1

住民意見  計 469  176  532  

実施
年度

手段 実施日

聴取結果

 

２．ご意見への対応 

2.1 ご意見等の整理 

 ご意見の整理にあたっては、住民説明会での発言（付箋紙記入やアンケート）、

ＦＡＸ、インターネット等でいただいた意見内容について、 1人の方から趣旨や

箇所が異なる発言をされた場合には、個別の意見として取り扱いました。 

 ただし、住民説明会において、一人の発言者が同じ会場において、同じ趣旨の

ご意見を繰り返し発言された場合には、繰り返しの発言内容を含めて１つのご意

見としました。 

 

2.2 ご意見のとりまとめ 

 「2.1」のご意見及び質問等について、河川管理者の判断により、同様のご意

見及び質問等と思われるものを分類、整理させて頂きました。 

 また、同様のご意見及び質問等と判断したものについて、「意見要旨」を作成

し、河川整備計画素案に記載されている順に「テーマ」を作成しました。 

 

2.3 中国地方整備局の考え方 

 「2.2」で作成したテーマ毎に、中国地方整備局の考え方を示した回答を作成

するとともに、できる限りいただいた意見及び質問の趣旨を河川整備計画に反映

します。 
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意
　

見
整

備
計

画
へ

の
反

映

洪
水

対
策

・
河

川
敷

の
樹

木
伐

採
を

早
く

、
広

範
囲

に
進

め
て

ほ
し

い
。

・
中

州
の

樹
木

伐
採

や
河

床
掘

削
を

し
て

ほ
し

い
。

・
河

道
内

樹
木

の
繁

茂
は

、
洪

水
の

流
下

阻
害

や
樹

木
と

堤
防

の
間

に
高

速
流

を
発

生
さ

せ
て

堤
防

を
侵

食
す

る
等

、
治

水
上

の
安

全
性

を
低

下
さ

せ
て

い
る

お
そ

れ
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
樹

木
の

成
長

や
繁

茂
の

状
況

を
定

期
的

に
調

査
し

、
計

画
的

に
伐

開
を

実
施

し
て

ま
い

り
ま

す
。

し
か

し
、

河
道

内
の

樹
木

は
そ

の
周

辺
に

生
息

す
る

生
物

に
と

っ
て

重
要

な
生

息
環

境
に

な
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

環
境

面
の

機
能

を
保

全
に

配
慮

し
な

が
ら

、
伐

開
を

実
施
す

る
よ

う
考

え
て

お
り

ま
す

。
ま

た
、

土
砂

の
堆

積
に

よ
っ

て
、

流
下

能
力

の
低

下
が

確
認

さ
れ

た
箇

所
に

つ
い

て
は

、
適

正
な

流
下

断
面

を
確

保
す

る
よ

う
に

、
堆

積
土

砂
を

撤
去

し
て

ま
い

り
ま

す
。

（
素

案
本

文
Ｐ

６
８

～
６

９
）

個
別

箇
所

の
整

備
内

容

・
目

崎
地

区
は

、
狭

隘
区

間
の

た
め

、
浸

水
被

害
が

深
刻

で
あ

り
、

抜
本

的
な

対
策

を
講

じ
て

ほ
し

い

・
土

生
・

目
崎

・
父

石
地

区
は

、
流

下
能

力
が

極
端

に
低

く
、

平
成

1
0
年

1
0
月

洪
水

に
よ

る
被

害
が

発
生

し
た

地
区

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

整
備

目
標

流
量

が
流

下
で

き
る

河
積

を
確

保
す

る
た
め

に
河

道
掘

削
を

行
っ

て
ま

い
り

ま
す

。
そ

れ
に

伴
い

、
五

ケ
村

用
水

堰
を

改
築

し
、

整
備

目
標

流
量

を
安

全
に

流
下

さ
せ

ま
す

。
ま

た
、

堤
防

の
整

備
が

必
要

な
区

間
に

お
い

て
、

堤
防

の
整

備
に

よ
り

、
は

ん
濫

の
防

止
に

努
め

て
ま

い
り

ま
す

。
（

素
案

本
文

Ｐ
５

３
）

八
田

原
ダ

ム
の

洪
水

調
節

・
八

田
原

ダ
ム

の
放

流
量

を
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
が

で
き

な
い

か
。

・
八

田
原

ダ
ム

は
、

1
0
0
年

に
1
回

発
生

す
る

規
模

の
洪

水
に

対
応

し
た

操
作

ル
ー

ル
に

則
り

運
用

し
て

お
り

、
平

成
1
0
年

1
0
月

洪
水

に
お

い
て

も
下

流
の

水
位

低
減

に
効

果
を

発
揮

し
て

お
り

ま
す

。
平

成
1
0
年

1
0
月

洪
水

時
に

発
生

し
た

浸
水

被
害

は
河

道
の

流
下

能
力

が
低

い
こ

と
に

よ
る

も
の

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

本
整

備
計

画
素

案
に

示
す

と
お

り
河

川
改

修
を

予
定

し
て

お
り

ま
す

。
し

か
し

、
河

川
改

修
に

は
し

ば
ら

く
年

数
を

必
要

と
す

る
こ

と
か

ら
、

今
後
は

整
備

目
標

流
量

を
安

全
に

流
下

で
き

る
河

道
の

整
備

が
完

了
す

る
当

面
の

間
に

お
い

て
は

、
段

階
的

な
河

川
整

備
に

よ
る

河
積

確
保

の
状

況
と

あ
わ

せ
て

、
八

田
原

ダ
ム

の
よ

り
有

効
な

活
用

が
図

ら
れ

る
よ

う
に

操
作

方
法

の
検

討
を

行
っ

て
ま

い
り

ま
す

。
（

素
案

本
文

Ｐ
５

５
）

河
川

水
の

利
用

（
水

利
権

）

・
工

業
用

水
は

、
今

ま
で

ど
お

り
で

な
く

て
も

足
り

て
い

る
の

で
は

な
い

か
。

・
工

業
用

水
は

、
現

在
も

備
後

地
方

に
お

い
て

、
多

く
の
工

業
生

産
出

荷
と

労
働

雇
用

を
生

み
出

し
て

お
り

、
三

川
ダ

ム
の

嵩
上

げ
、

八
田

原
ダ

ム
及

び
河

口
堰

の
建

設
に

よ
り

、
よ

う
や
く

安
定

し
た

給
水

が
可

能
と

な
っ

た
も

の
で

す
。

こ
れ

ら
の

い
ず

れ
が

欠
け

て
も

需
要

量
を

賄
う

こ
と

は
で

き
ま

せ
ん

。
　

ま
た

、
福

山
市

で
は

企
業

立
地

促
進

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
等

に
よ

っ
て

企
業

の
進

出
が

予
想

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、

今
後

需
要

が
伸

び
る

と
み

ら
れ

て
お

り
ま

す
。

正
常

流
量

・
八

田
原

ダ
ム

が
完

成
し

た
後

は
流

量
が

増
え

る
と

説
明

し
て

い
る

が
、

増
え

て
い

る
と

は
感

じ
ら

れ
な

い
。

も
っ

と
弾

力
的

に
開

放
す

る
べ

き
。

・
自

然
が

相
手

で
ど

の
よ

う
に

対
処

し
て

い
く

の
か

。
今

後
と

も
水

の
供

給
を

安
定

的
に

確
保

す
る

た
め

に
努

め
る

べ
き

で
あ

る
。

・
八

田
原

ダ
ム

の
完

成
前

・
後

（
平

成
9
年

ま
で

と
平

成
1
0
年

以
降

）
で

山
手

地
点

の
流

量
を

比
較

す
る

と
、

平
均

渇
水

流
量

は
0
.
4
4
m
3
/
s
か

ら
0
.
8
7
m
3
/
s
、

平
均

低
水

流
量

は
1
.
9
0
m
3
/
s
か

ら
2
.
0
9
m
3
/
s
へ

と
改

善
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

八
田

原
ダ

ム
に

よ
る

流
況

改
善

効
果

は
あ

る
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

し
か

し
、

芦
田

川
流

域
は

元
来

降
水

量
が

少
な

い
地

域
で

あ
る

こ
と

に
加

え
、

近
年

の
小

雨
傾

向
が

重
な

っ
た

こ
と

で
渇

水
が

頻
発

し
て

い
る

状
況
で

す
。

し
た

が
っ

て
、

弾
力

的
な

放
流

は
難

し
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

が
、

安
定

し
た

水
供

給
が

継
続

で
き

る
よ

う
に

、
正

常
流

量
（
農

業
用

水
や

都
市

用
水

の
取

水
と

い
っ

た
利

水
の

現
況

、
動

植
物

の
保

護
、

漁
業

、
景

観
、

流
水

の
清

潔
の

保
持

を
考

慮
し

た
流

水
の
正

常
な

機
能

を
維

持
す

る
た

め
に

必
要

な
流

量
）

で
あ

る
山

手
地

点
で

概
ね

1
.
2
m
3
/
s
の

目
標

流
量

の
確

保
を

目
指

し
て

ま
い

り
ま

す
。

　
こ

の
目

標
流

量
を

確
保

で
き

る
よ

う
、

八
田

原
ダ

ム
に

よ
る

補
給

の
他

に
、

適
正

な
水

利
使

用
の

維
持

・
促

進
、

水
利

使
用

者
相

互
間

の
水

融
通

の
円

滑
化

、
河

川
情

報
の

公
開

・
提

供
の
強

化
や

地
域

住
民

へ
の

啓
発

活
動

等
に

よ
っ

て
、

節
水

意
識

の
向

上
を

図
り

、
目

標
流

量
の

確
保

に
努

め
て

ま
い

り
た

い
と

考
え

て
お
り

ま
す

。
（

素
案

本
文

Ｐ
１

５
～

１
７

、
４

２
）

水
資

源
開

発

・
新

た
な

水
源

の
確

保
を

検
討

し
て

は
ど

う
か

。
下

水
処

理
水

の
利

用
、

固
定

堰
を

上
中

流
に

設
置

、
緑

の
ダ

ム
（

森
林

）
等

が
考

え
ら

れ
る

。

・
下

水
処

理
水

の
再

生
利

用
に

つ
い

て
は

、
河

川
管
理

者
が

単
独

で
判

断
で

き
る

こ
と

で
は

な
い

こ
と

か
ら

、
関

係
機

関
と

調
整

が
必

要
と

思
わ

れ
ま

す
。

ま
た

、
固

定
堰

を
新

た
に

設
置

す
る

こ
と

は
水

利
権

や
治

水
安

全
度

の
低

下
等

の
問

題
か

ら
難

し
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
・

緑
の

ダ
ム

に
つ

い
て

は
、

森
林

整
備

の
み

で
利

水
機
能

を
確

保
す

る
こ

と
は

難
し

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

治
水

利
水

主
な

意
見

と
そ

の
対

応
（

住
民

説
明

会
、

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
等

）
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
１

／
３

）

項
　

目
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意
　

見
整

備
計

画
へ

の
反

映

河
川

環
境

の
あ

り
方

・
河

口
堰

で
水

を
せ

き
止

め
た

た
め

に
、

海
の

方
の

汽
水

域
が

な
く

な
っ

て
お

り
、

復
活

さ
せ

て
ほ

し
い

。
河

口
堰

を
開

放
し

て
、

潮
水

を
出

し
入

れ
す

れ
ば

、
自

然
が

取
り

戻
せ

る
の

で
は

な
い

か
。

河
口

と
瀬

戸
内

海
の

自
然

環
境

へ
の

考
え

が
な

い
。

・
河

口
堰

を
水

源
と

す
る

工
業

用
水

は
産

業
活

動
を

行
う

上
で

必
要

で
あ

り
、

こ
れ

に
代

わ
る

代
替

施
設

は
な

い
と

い
う

意
見

を
利

水
者

で
あ

る
福

山
市

か
ら

聞
い

て
お

り
ま

す
。

ま
た

、
河

口
堰
の

目
的

の
一

つ
と

し
て

、
塩

水
遡

上
の

防
止

が
あ

り
、

河
口

堰
を

開
放

す
る

こ
と

に
よ

り
、

塩
水

が
遡

上
し

、
工

業
用

水
や

一
部
の

上
水

道
の

利
用

が
で

き
な

く
な

る
他

、
周

辺
の

農
作

物
や

地
下

水
へ

の
影

響
が

懸
念

さ
れ

ま
す

。
こ

の
た

め
、

河
口

堰
を

撤
去

す
る

こ
と

は
難

し
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。

河
川

空
間

の
利

用

・
ハ

ー
ド

的
に

も
ソ

フ
ト

的
に

も
利

用
し

や
す

い
河

川
空

間
の

創
造

を
目

指
し

て
ほ

し
い

。
（

市
民

の
憩

い
の

場
、

安
全

に
遊

べ
る

川
、

自
然

と
触

れ
合

え
る

空
間

、
親

子
で

触
れ

合
え

る
空

間
等

）
・

河
川

敷
を

整
備

し
て

ほ
し

い
。

（
公

園
、

ラ
ン

ニ
ン

グ
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
コ

ー
ス

、
サ

イ
ク

リ
ン

グ
ロ

ー
ド

、
遊

歩
道

、
駐

車
場

等
）

・
芦

田
川

は
市

の
中

心
を

流
れ

、
河

川
空

間
の

有
効

利
用

を
積

極
的

に
行

う
必

要
が

あ
る

。

・
河

川
環

境
整

備
に

あ
た

っ
て

は
、

地
域

か
ら

の
要

望
、

地
域

の
特

性
に

よ
っ

て
定

め
た

ブ
ロ

ッ
ク

別
基

本
方

針
を

踏
ま

え
、

地
元

自
治

体
等

と
連

携
し

な
が

ら
河

川
で

な
け

れ
ば

果
た

せ
な
い

機
能

の
整

備
と

豊
か

で
潤

い
の

あ
る

河
川

空
間

の
創

出
を

図
っ

て
ま

い
り

ま
す

。
沿

川
人

口
が

多
い

区
間

で
は

、
河

川
敷

整
備

等
に

よ
り
、

水
辺

へ
の

近
づ

き
や

す
さ

の
向

上
を

図
り

、
河

川
空

間
利

用
を

促
進

し
て

ま
い

り
ま

す
。

今
後

は
、

地
元

自
治

体
と

連
携

し
な

が
ら

、
必

要
に

応
じ

て
階

段
や

坂
路

等
の

河
川

敷
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

の
整

備
を

行
っ

て
ま

い
り

ま
す

。
ま

た
、

緩
傾

斜
の

斜
路

等
の

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
等

を
考

慮
し

、
よ

り
活

用
が

図
れ

る
よ

う
に

努
め

て
ま

い
り

ま
す

。
（

素
案

本
文

Ｐ
４

３
、

５
６

、
６

０
）

外
来

種
対

策

・
外

来
種

が
増

え
て

お
り

、
本

来
の

生
態

系
が

破
壊

さ
れ

る
危

険
性

が
あ

る
。

本
来

の
在

来
種

の
保

護
を

考
え

て
ほ

し
い

。
（

オ
オ

ク
チ

バ
ス

、
ニ

ワ
ウ

ル
シ

、
セ

イ
タ

カ
ア

ワ
ダ

チ
ソ

ウ
等

）

・
外

来
種

対
策

に
つ

い
て

は
、

関
係

機
関

と
連

携
し

て
対

策
し

て
ま

い
り

た
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
特

に
、

オ
オ

キ
ン

ケ
イ

ギ
ク

、
オ

オ
ハ

ン
ゴ

ン
ソ

ウ
、

ナ
ル

ト
サ

ワ
ギ

ク
、

ア
レ

チ
ウ

リ
、

オ
オ

カ
ワ

ヂ
シ

ャ
等

の
特

定
外

来
生

物
が

希
少

な
動

植
物

の
生

息
・

生
育

・
繁

殖
地

ま
た

は
地

域
特

有
の

生
物

相
を

持
つ

地
域
に

お
い

て
、

今
後

被
害

を
及

ぼ
す

お
そ

れ
の

あ
る

場
合

に
は

、
そ

の
監

視
に

努
め

る
と

と
も

に
除

去
し

て
ま

い
り

ま
す

。
（

素
案

本
文

Ｐ
７

３
）

水
質

保
全

対
策

・
河

口
堰

は
、

水
環

境
（

水
質

）
お

よ
び

自
然

環
境

の
た

め
に

良
く

な
い

の
で

、
解

放
し

て
ほ

し
い

。
あ

る
い

は
、

弾
力

的
な

開
放

を
考

え
て

ほ
し

い
。

・
八

田
原

ダ
ム

が
な

い
時

も
、

生
活

水
や

工
業

用
水

を
減

ら
し

、
渇

水
に

対
応

で
き

た
の

で
、

河
口

堰
は

、
役

目
を

終
え

た
と

言
え

、
常

時
開

放
す

る
べ

き
だ

。
・

工
業

用
水

取
水

は
、

宿
命

か
ど

う
か

。
福

山
1
0
0

年
の

計
に

立
つ

と
河

口
堰

の
開

放
が

最
大

の
選

択
だ

と
思

う
。

・
河

口
堰

を
水

源
と

す
る

工
業

用
水

は
産

業
活

動
を

行
う

上
で

必
要

で
あ

り
、

こ
れ

に
代

わ
る

代
替

施
設

は
な

い
と

い
う

意
見

を
利

水
者

で
あ

る
福

山
市

か
ら

聞
い

て
お

り
ま

す
。

こ
の

こ
と

か
ら

河
口

堰
の

全
面

開
放

は
難

し
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
ま

た
、

八
田

原
ダ

ム
完

成
後

の
平

成
1
4
年

に
お

い
て

も
渇

水
被

害
が

発
生
し

て
い

る
状

況
か

ら
み

て
も

河
口

堰
に

よ
る

工
業

用
水

の
確

保
は

必
要

で
あ

る
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

　
河

口
湖

の
工

業
用

水
を

八
田

原
ダ

ム
で

貯
め

る
と
し

た
場

合
、

洪
水

調
節

の
た

め
の

容
量

が
確

保
で

き
な

く
な

り
、

洪
水

を
安

全
に

流
下

で
き

な
く

な
る

可
能

性
が

考
え

ら
れ

ま
す

。
ま

た
、

現
在

の
容

量
に

上
乗

せ
す

る
こ

と
を

考
え

た
場

合
で

も
、

ダ
ム

サ
イ

ト
の

嵩
上

げ
等

が
必

要
と

な
り

、
経

済
的

に
も

技
術

的
に

も
困

難
で

あ
る

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
こ

れ
ら

の
こ

と
か

ら
八

田
原

ダ
ム

で
河

口
湖

の
水

量
を

ま
か

な
う

こ
と

は
現

在
の

技
術

で
は

不
可

能
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

し
か

し
、

河
口

堰
に

よ
っ

て
河

川
水

を
貯

留
し

て
い
る

こ
と

が
、

芦
田

川
下

流
の

水
質

や
ヘ

ド
ロ

等
の

水
環

境
に

影
響

を
与

え
て

い
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
河

口
堰

の
貯

水
位

の
回

復
が

期
待

さ
れ

る
時

に
、

流
水

を
河

口
堰

か
ら

弾
力

的
に

放
流

す
る

こ
と

で
、

湛
水

域
の

水
交

換
を

促
進

し
、

湛
水

域
の

水
質

改
善

を
図

っ
て

ま
い

り
ま

す
。

今
後

も
弾

力
的

放
流

の
効

果
の

把
握

や
よ

り
効

果
的

な
実

施
方

法
に

関
す

る
調

査
・

検
討

を
行

っ
て

ま
い

り
ま

す
。

（
素

案
本

文
Ｐ

６
２

）

ソ
フ

ト
対

策
の

充
実

・
水

質
を

き
れ

い
に

す
る

の
は

人
間

で
あ

り
、

き
れ

い
に

し
て

く
れ

で
は

な
く

、
き

れ
い

に
す

る
の

が
本

当
で

あ
る

。
意

識
の

持
ち

方
等

の
啓

発
や

Ｐ
Ｒ

が
必

要
で

あ
る

。
（

ゴ
ミ

問
題

、
合

成
洗

剤
、

農
薬

、
化

学
肥

料
等

）

・
ご

意
見

の
と

お
り

、
水

質
を

改
善

す
る

た
め

に
は

一
人

一
人

が
関

心
を

持
つ

こ
と

が
重

要
と

考
え

ま
す

。
こ

の
た

め
、

様
々

な
イ

ベ
ン

ト
活

動
に

よ
る

水
質

改
善

の
た

め
の

Ｐ
Ｒ

や
河

川
広

報
室

「
芦

田
川

見
る

視
る

館
」

で
の

広
報

活
動

を
行

っ
て

お
り

ま
す

。
ま

た
、

地
元

市
町

や
地

域
住

民
と
一

体
と

な
っ

た
施

策
を

展
開

す
る

た
め

の
各

種
支

援
活

動
を

行
う

組
織

と
し

て
、

市
民

、
事

業
者

、
環

境
団

体
、

行
政

等
が

連
携

し
た
「

芦
田

川
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
セ

ン
タ

ー
」

が
平

成
1
6
年

1
0
月

に
設

立
さ

れ
、

活
動

を
行

っ
て

お
り

ま
す

。
　

今
後

も
水

質
改

善
に

対
す

る
意

識
向

上
を

目
的

と
し

た
Ｐ

Ｒ
活

動
や

広
報

活
動

を
行

う
と

と
も

に
「

芦
田

川
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
セ

ン
タ

ー
」

の
活

動
支

援
を

行
っ

て
ま

い
り

ま
す

。
（

素
案

本
文

Ｐ
８

２
、

８
４

）

河
川

環
境

水
質

項
　

目

主
な

意
見

と
そ

の
対

応
（

住
民

説
明

会
、

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
等

）
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
２

／
３

）
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意
　

見
整

備
計

画
へ

の
反

映

河
道

内
樹

木
の

管
理

・
中

州
に

生
え

て
い

る
樹

木
に

よ
り

流
水

の
水

あ
た

り
が

変
化

し
た

り
、

流
木

に
よ

り
災

害
が

起
こ

る
懸

念
が

あ
る

た
め

、
樹

木
を

伐
採

し
て

ほ
し

い
。

・
中

州
の

樹
木

は
、

景
観

を
損

ね
て

い
る

の
で

、
伐

採
し

て
ほ

し
い

。

・
河

川
内

の
樹

木
の

繁
茂

は
、

洪
水

の
流

下
を

阻
害

し
た

り
、

樹
木

と
堤

防
の

間
に

速
い

流
れ

を
発

生
さ

せ
て

堤
防

を
侵

食
す

る
等

、
治

水
上

の
安

全
性

を
低

下
さ

せ
て

い
る

お
そ

れ
が

あ
り
ま

す
。

ま
た

、
陸

地
の

よ
う

な
状

況
が

進
行

し
、

川
ら

し
い

環
境

や
景

観
を

損
な

わ
せ

て
い

ま
す

。
　

こ
の

た
め

、
樹

木
の

成
長

や
繁

茂
の

状
況

を
定

期
的
に

調
査

す
る

と
と

も
に

、
計

画
的

に
樹

木
の

伐
開

を
行

っ
て

ま
い

り
ま

す
。

し
か

し
、

河
川

内
の

樹
木

は
そ

の
周

辺
に

生
息

す
る

生
物
に

と
っ

て
重

要
な

生
息

環
境

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

伐
開

に
あ

た
っ

て
は

環
境

面
の

機
能

の
保

全
に

つ
い

て
配

慮
し

て
ま

い
り

ま
す

。
（
素

案
本

文
Ｐ

６
９

）

河
川

の
清

掃
活

動
等

へ
の

支
援

・
ゴ

ミ
の

清
掃

活
動

を
行

い
、

き
れ

い
な

川
に

し
て

ほ
し

い
。

・
ゴ

ミ
の

投
棄

と
い

っ
た

不
法

行
為

に
つ

い
て

は
、

良
好
な

河
川

環
境

の
保

全
や

河
川

利
用

、
河

川
管

理
上

の
支

障
と

な
ら

な
い

よ
う

に
、

河
川

巡
視

や
C
C
T
V
（

監
視

カ
メ

ラ
）

に
よ

り
、

監
視

体
制

を
行

っ
て

お
り

ま
す

。
ま

た
、

河
川

一
斉

清
掃

等
に

よ
り

、
市

民
団

体
や

企
業

、
地

域
住

民
と

連
携

し
て

河
川

美
化

活
動

を
行
っ

て
お

り
ま

す
。

 
 
今

後
も

地
域

住
民

や
Ｎ

Ｐ
Ｏ

・
市

民
団

体
等

が
積

極
的
に

参
画

し
や

す
い

体
制

の
確

保
や

教
育

活
動

の
フ

ィ
ー

ル
ド

と
し

て
の

活
用

、
河

川
清

掃
及

び
美

化
等

と
い

っ
た

河
川

愛
護

活
動
の

支
援

を
行

っ
て

ま
い

り
ま

す
。

（
素

案
本

文
Ｐ

７
３

、
８

１
）

河
川

管
理

へ
の

住
民

参
加

・
治

水
、

水
環

境
、

自
然

環
境

の
整

備
に

関
し

て
、

住
民

と
の

協
働

で
取

り
組

ん
で

は
ど

う
か

。
（

樹
木

伐
採

、
水

質
改

善
、

瀬
戸

川
ウ

ェ
ッ

ト
ラ

ン
ド

、
高

屋
川

等
支

川
の

水
質

改
善

、
自

転
車

道
等

）

・
芦

田
川

で
は

市
民

団
体

や
企

業
、

地
域

住
民

と
連

携
し

て
河

川
一

斉
清

掃
等

の
美

化
活

動
を

行
っ

て
お

り
ま

す
。

ま
た

、
住

民
等

に
よ

る
連

携
組

織
で

あ
る

「
芦

田
川

環
境

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

セ
ン

タ
ー

」
が

中
心

と
な

っ
て

、
水

質
を

調
査

す
る

「
芦

田
川

 
 
川

の
健

康
診

断
」

を
行

っ
て

お
り

ま
す

。
　

今
後

も
、

住
民

や
Ｎ

Ｐ
Ｏ

・
市

民
団

体
等

が
積

極
的
に

参
画

し
や

す
い

体
制

の
確

保
や

教
育

活
動

の
フ

ィ
ー

ル
ド

と
し

て
の

活
用

、
河

川
清

掃
及

び
美

化
等

と
い

っ
た

河
川

愛
護

活
動

の
支

援
を

行
っ

て
ま

い
り

ま
す

。
　

さ
ら

に
、

河
川

の
特

性
や

地
域

の
ニ

ー
ズ

を
反

映
さ

せ
た
河

川
整

備
の

実
現

を
目

指
し

て
、

地
域

住
民

か
ら

の
要

望
や

意
見

を
聴

き
な

が
ら

整
備

に
取

り
組

み
た

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
。
ま

す
。

維
持

管
理

に
お

い
て

も
、

地
元

自
治

体
や

地
域

住
民

、
N
P
O
等

の
参

画
を

推
進

し
、

役
割

分
担

を
し

な
が

ら
、

連
携

・
協

働
の
体

制
を

強
化

し
て

ま
い

り
ま

す
。

（
素

案
本

文
Ｐ

８
０

、
８

４
）

項
　

目

維
持

管
理

主
な

意
見

と
そ

の
対

応
（

住
民

説
明

会
、

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
等

）
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３
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３
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